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研究要旨：

潰瘍性大腸炎、クローン病外科治療指針は内科治療、外科治療の変遷に伴って迅速に改訂されることが

必要である。今回は両疾患について手術適応、手術時期、手術術式、術後管理などについて追記、改変

を行った。今後も両疾患について適宜、改訂を行っていく予定である。
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A. 研究目的

潰瘍性大腸炎、クローン病に対する外科治療は新

規治療を含めた内科治療の変遷や新しい術式や術

後経過の変遷にともなって手術適応、手術術式、

術後管理などが変化し、外科治療の位置づけを変

わることから、迅速に改訂されていくことが必要

であり、本改訂は外科医だけなく内科医、小児科

医を含めて行う。

B. 研究方法

本研究班で潰瘍性大腸炎、クローン病の外科治療

指針の改訂を、外科だけでなく、内科、小児科

expert(共同研究者)の意見によって行っており、最

終合意の得られた内容を改訂の最終案としている。

C. 研究成果

潰瘍性大腸炎、クローン病ともに手術適応、手術

術式、術後管理などについて改訂を行った。改訂

案の詳細は、潰瘍性大腸炎は資料－1 に、クロー

ン病は資料－2 に示した(改訂部位は下線で示し

た)。
D. 考察
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今回は追記、改変を多くの項目で行った。今後

も両疾患について適宜、迅速に改訂を行っていく

予定である。


